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12
月
は
２
度
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
機
能
と
議
員
定
数
の
問
題
な
ど
７
項
目
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
が
、
29
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
流
出
し

た
布
沢
の
農
道
橋
な
ど
の
協
議
が
長
引
き
一
部
が
次

回
の
会
議
に
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。
協
議
さ
れ

た
３
項
目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

次回以降の協議項目

・議会機能と議員定数について

・平成31年度実施計画について

　

人
工
透
析
を
受
け
る
患

者
さ
ん
は
現
在
、
近
く
は

田
島
の
県
立
南
会
津
病
院

な
ど
町
外
の
病
院
へ
通
院

さ
れ
て
い
る
。
送
り
迎
え

の
家
族
の
負
担
軽
減
な

ど
、通
院
支
援
に
つ
い
て
、

議
会
総
務
厚
生
常
任
委
員

会
は
町
当
局
に
更
な
る
対

策
を
求
め
て
き
た
。

　

当
初
町
当
局
は
、
対
応

が
難
し
い
と
し
て
い
た

が
、
21
日
の
全
員
協
議
会

で
「
送
迎
バ
ス
運
行
案
」

を
示
し
、
議
会
は
了
承
、

早
期
の
開
始
を
求
め
た
。

全　員
協議会

県立南会津病院

人
工
透
析
患
者
の
支
援

１
月
〜
送
迎
バ
ス
運
行

直面する課題
12/12・21

早期結論とスピード対応求める
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議会と町当局で行なった道の駅視察（あ・ら・伊達な道の駅　宮城県）

道
の
駅
建
設

運
営
母
体
育
成
急
務

事業スケジュール案（予定）

　平成３１年　道の駅基本計画

　平成32年　道の駅運営計画

　平成33年　道の駅整備計画

　平成34年　建設工事着工

　平成35年　オープン　

　
「
道
の
駅
」
は
、
交
流

人
口
を
滞
留
さ
せ
る
重
要

な
拠
点
と
な
る
。
町
で
は

国
道
２
８
９
号
「
八
十
里

越
」
の
開
通
を
控
え
町
の

役
場
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
「
道
の
駅
基
本

構
想
」
が
積
み
上
げ
ら
れ

て
き
た
。
今
回
そ
の
概
要

が
議
会
全
員
協
議
会
に
示

さ
れ
、
今
後
の
見
通
し
な

ど
も
含
め
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。

　

ま
ず
、
運
営
に
当
た
る

人
材
の
確
保
・
育
成
が
急

務
と
な
る
。
な
お
、
基
本

構
想
で
示
さ
れ
た
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
概
ね

左
記
の
と
お
り
。

　

平
成
29
年
７
月
に
起

こ
っ
た
７
．
18
豪
雨
災
害

で
一
部
流
失
し
た
布
沢

「
川
和
久
農
道
橋
」
に
つ

い
て
は
、
今
だ
未
復
旧
の

状
態
に
あ
る
。

　

町
は
８
年
前
の
百
年
に

一
度
と
さ
れ
た
「
新
潟
・

布
沢
農
道
橋
の
復
旧

集
落
対
応
に
限
界
あ
り

福
島
豪
雨
災
害
」
以
来
、

災
害
で
被
災
し
た
集
落
の

農
業
用
施
設
な
ど
は
集
落

区
長
に
そ
の
発
注
を
要
請

し
復
旧
が
行
な
わ
れ
て
き

た
。

　

こ
の
日
の
会
議
で
は
、

橋
の
架
橋
や
関
係
機
関
と

の
協
議
ま
で
集
落
が
負
う

こ
と
に
疑
問
が
投
げ
か
け

ら
れ
、
町
行
政
の
関
わ
り

が
問
題
視
さ
れ
た
。
当
局

は
、
災
害
発
生
時
か
ら
今

ま
で
の
経
過
、
現
状
、
今

後
の
方
針
な
ど
を
説
明
し

た
が
、
各
議
員
か
ら
は
、

住
民
に
寄
り
添
う
姿
勢
や

こ
こ
に
至
っ
た
「
原
因
と

責
任
を
は
っ
き
り
す
べ
き

だ
」
な
ど
の
厳
し
い
意
見

が
相
次
ぎ
長
時
間
に
渡
り

議
論
が
紛
糾
し
た
。

　

町
長
は
今
後
集
落
の
意

向
を
踏
ま
え
て
事
業
を
推

進
す
る
と
共
に
、
災
害
復

旧
の
在
り
方
を
見
直
す
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。（
５

頁
参
照
）

集落の営農上大切な役割を果たしている「川和久橋」



4

12月
会議

アスベスト対策を指摘

旧
庁
舎
解
体

12
月
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(

第
1
回
11
日
か
ら
17
日
、
第

2
回
21
日)

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
他
7
つ
の
特
別
会

計
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
。
一
部
反
対
討
論
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
提

案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予
算

に
は
、
旧
役
場
庁
舎
の
解
体
費
用
、
布
沢
集
落
農
道
橋
の
復
旧
予
算

な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
の
暫
定
移
転

は
町
下
庁
舎
の
外
構
工
事

な
ど
を
進
行
中
で
あ
る

が
、
併
せ
て
旧
役
場
庁
舎

の
解
体
工
事
も
残
っ
て
い

る
。
12
月
会
議
で
は
旧

役
場
庁
舎
の
解
体
費
用

１
億
１
３
２
４
万
円
の
予

算
が
提
案
さ
れ
可
決
し
た

が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
費

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い

点
を
指
摘
し
た
。
旧
庁
舎

に
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
可

能
性
が
否
め
な
い
た
め
、

調
査
の
上
、
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
費
を
改
め
て
提
案
の

予
定
。

今
夏
完
了
予
定

一般会計（第7号、8号）補正予算主な内容
（歳　　入）

プロフェッショナル経営体創出事業補助金（県） 705万円

公 共 施 設 等 再 生 整 備 基 金 繰 入 金 1億円

住 宅 整 備 事 業 な ど に 充 て る 町 債 3430万円

（歳　　出）

旧 役 場 庁 舎 解 体 費 1億1324万円

産 地 パ ワ ー ア ッ プ 事 業 補 助 金 493万円

プロフェッショナル経営体創出事業補助金 705万円

観 光 開 発 審 議 会 委 員 報 酬 25万円

小中学校などエアコン設置設計委託料 1031万円

29年 発 生 災 害 復 旧 事 業 補 助 金 1894万円

公 用 車 購 入 費 439万円

意見書採択

12月会議で国への意見書が提案され、全
会一致で採択された。
◆介護保険制度の見直しを求める要望意
見書

昭和35年の落成から60年が経過する旧役場庁舎
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明
和
振
興
セ
ン
タ
ー
耐
震

工
事　

　
　
　

再
開
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
？

答
1
階
部
分
は
12
月

27
日
に
完
成
。
2

階
は
2
月
下
旬
か
ら
使
用

予
定
。

旧
役
場
庁
舎
解
体
費

　

1
億
１
３
２
４
万
円

　
　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

は
？

答
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
。
今
後
調

査
し
て
対
応
し
て
い
く
。

年
度
内
に
発
注
し
、
夏
頃

完
了
し
た
い
。

障
害
者
福
祉
費　

75
万
円

　
　
　

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
か
ら
Ａ
型
へ
移

行
し
た
理
由
は
？

答
雇
用
契
約
に
よ
る

就
労
に
な
る
た
め
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
経

営
体
創
出
事
業
補
助
金　

７
０
５
万
円

問問問

安
全
対
策
に
町
の
支
援
要
請

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

区民の心の負担は大きい 災害復旧
布沢農道橋 復旧予算可決

　

全
員
協
議
会
で
の
話
し

合
い
を
経
て
、
布
沢
集
落

農
道
橋
の
復
旧
予
算
が
12

月
第
2
回
会
議
に
上
程
さ

れ
、
起
立
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

　

審
議
で
は
、
あ
く
ま
で

も
集
落
橋
で
あ
る
の
で
町

は
関
わ
ら
な
い
と
す
る
町

長
の
姿
勢
に
対
し
て
、
今

後
の
復
旧
に
当
た
っ
て

は
、
技
術
的
支
援
な
ど
町

行
政
の
関
わ
り
の
必
要
性

を
議
会
は
強
く
要
請
し
た
。

　

今
後
復
旧
ま
で
議
会
は

監
視
す
る
。

反対　酒井右一 議員……補助金扱いのル－ルがなくここに至った結
果責任も不明確。なお且つ安全性が担保されないものに議員と
して賛成できない。

賛成　大塚純一郎 議員……住民を困らせることはできない。今後区
に寄り添い柔軟に対応していくという答弁もあった。議会は
住民の立場で今後監視する。当局と議会の信頼関係で賛成す
る。

本会議賛否状況
酒井　右一 ×
佐藤　孝義 ○
鈴木　　征 ○
目黒　道人 ○
大塚純一郎 ○
中野　大德 ○
目黒　仁也 ○
藤田　　力 ○
鈴木　好行 ○
山岸　国夫 ○

　
　
　

申
請
は
、
法
人
か

個
人
か
、
ま
た
補

助
率
は
？

答
農
家
１
軒
、
国
補

助
３
割

観
光
開
発
審
議
会
報
酬

（
道
の
駅
）
25
万
円

　
　
　

審
議
会
委
員
の
人

数
は
？

答
各
委
員
の
構
成
等

は
今
後
協
議
し
て

い
く
。
町
内
外
問
わ
ず
検

討
し
た
い
。

湯
ら
里
改
修
設
計
委
託
料

２
０
０
万
円

　
　
　

今
後
の
客
室
利
用

は
？

問問問

答
一
階
に
シ
ン
グ
ル

個
室
を
3
室
増
や

し
た
い
。
そ
の
内
、
1
室

調
理
ス
タ
ッ
フ
用
と
し
た

い
。

小
中
学
校
・
奥
会
津
学
習

セ
ン
タ
ー　

エ
ア
コ
ン
設

置
設
計
委
託
料

１
０
３
１
万
円

　
　
　

設
計
委
託
は
必
要

か
？

答
経
済
性
も
考
慮
す

る
。
国
の
補
助
事

業
の
関
係
も
あ
る
。
6
月

に
完
了
し
た
い
。

問

県人事委員会
勧告による
給与等の条例改正

条 例

討 論

山岸国夫議員
町民に還元すべきだと

いう理由で職員以外の条
例改正に反対する。

反
対
討
論

　県人事委員会勧告による
議員、町長、教育長、職員
の給与等を定めた条例の改
正案が提案され、賛成多数
で可決した。



只見振興センター

親子で楽しく子育て広場
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11
月
11
日
、
町
内
三
地
区
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
行

な
い
ま
し
た
。
三
地
区
共
に
「
自
然
を
活
か
し
た
子
ど
も

の
遊
び
場
が
ほ
し
い
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

子どもの遊び場  がほしい！ 議会
報告会

・企業人材の確保策を
・子育て支援の充実を

・危険空き家対策を
・子ども教室ありがたい

10：00〜只見

13：00〜朝日

◦只見の自然環境を活かした
子どもの遊び場を

◦民間企業の先行きが心配、
企業の健全化を持続できる
まちづくりを

◦子どもの健康づくりに欠か
せない事業は継続してほし
い

◦診療所の赤字経営が心配、
対策を

◦働きながら子どもを見ても
らえる子ども教室ありがた
い。

◦昔遊んだ山や川で子どもを
遊ばせられる環境づくりを

◦シルバー人材センターを利用
して子育て教育に

◦小学校統合問題はＰＴＡ、町、
議会、地域全体で考えるべき

◦議員のなり手不足が心配、議
員報酬等の見直しも含めた対
策を

◦只見線復旧に併せ、
踏切等の安全設備の
設置を

◦危険空き家が増えて
いる。早急な対策を

◦小学校に新しい授業
が増えた分、楽しみ
にしている行事が
減っている。

議長動静 10月1日
八十里開通に向け道路整備を

国道289号開通に向けた周辺道路及び小林舘ノ川線の通年通行の実現等南会津地方議員大会で決議さ
れたことを知事及び県議会議長に要望しました。



只見小学校スキー教室

齋藤議長に要望書を手渡す明和自治振興会会長
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子どもの遊び場  がほしい！

陳情

住民の声

・小規模高齢者農家への支援策を
・高齢者の買い物支援対策を

買い物支援バス緊急要望（明和）

15：30〜明和

◦町内の子どもにはリフト券
無料化を

◦夏の子どもの遊び場がな
い。河川の環境整備を

◦小規模農家・高齢者農業に
支援策を

◦町長・町職員は夢を持った
積極的な政策提案を

◦移住者に対する補助制度の
PRが足りない。心配りのあ
る行政を

◦買い物支援バスの継続を望む
◦「峠」映画化に沿った積極的

な観光PRを
◦スキー場に幼児の休憩所、遊

び場を

弱者に寄り添った支援求める ８
０
０
名
の

住
民
署
名

　

１
月
21
日
明
和
地
区
住

民
13
名
が
買
い
物
支
援
バ

ス
の
運
行
を
求
め
る
緊
急

要
望
書
を
約
８
０
０
名
の

住
民
署
名
と
と
も
に
齋
藤

議
長
に
手
渡
し
た
。

　

こ
の
５
カ
年
は
、
福
島

県
や
ア
サ
ヒ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
支
援
で
継
続
し

て
き
た
が
、
地
元
自
治
体

の
支
援
を
改
め
て
求
め
、

利
用
者
代
表
の
菅
家
甲
作

さ
ん
が
必
要
性
を
訴
え
た
。

陳情内容 陳情者 審　議　結　果

黒沢前沢林道復旧
についての陳情

黒谷区長
原田岩夫

採択　立ち枯れの木の放置は災害
時の被害増幅や鳥獣被害の拡大が
予想され早期復旧が必要。

階段昇降機の設置
に関する陳情

長浜区長
赤塚保夫

継続　（その後、1月15日に長浜
区長より取り下げ申請があった。）

議長動静 10月9日
只見川河川整備促進速やかに

只見川沿線５町村で結成している只見川河川整備促進期成同盟会で要望事項を取りまとめ、知事及び
県議会議長に要望しました。



今後農家民泊の受け入れも

今年リニューアルオープン予定の青少年旅行村
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指　定
管理者

　

従
来
、
青
少
年
旅
行

村
・
い
こ
い
の
森
の
管
理

運
営
は
第
三
セ
ク
タ
ー
会

社
で
あ
る
会
津
た
だ
み
振

興
公
社
が
担
っ
て
き
た

が
、
今
回
の
公
募
で
新
た

に
只
見
町
森
林
組
合
が
名

乗
り
を
上
げ
２
者
競
争
と

な
っ
た
。
町
は
審
査
会
の

結
果
を
踏
ま
え
従
来
の
振

興
公
社
を
指
定
管
理
者
と

す
る
議
案
を
提
案
し
た
。

し
か
し
、
森
林
組
合
は
請

負
額
が
安
い
こ
と
や
企
画

提
案
の
魅
力
な
ど
か
ら
審

議
が
紛
糾
。
途
中
休
議
を

は
さ
み
協
議
が
行
な
わ
れ

た
が
、
一
旦
議
案
は
取
り

下
げ
、
改
め
て
詳
細
な

※第三セクターと
は、地方公共団体
と民間企業との共
同出資によって設
立された事業体。

高
額
者
を
選
ぶ
理
由
は

　町の観光施設は、ほとんどが「指定管理者制度」が採用
され、町直営でなく民営により運営が行なわれています。
31年度から今後５カ年の指定管理者を決める大切な議案審
議が２度の本会議で行なわれました。

た
だ
み
養
魚
場

　

た
だ
み
養
魚
場
の
指
定

管
理
者
は
、
錦
鯉
の
お
ぬ

ま
に
決
定
し
た
。

賛
成
多
数
で「
振
興
公
社
」に

公
募
に
２
者
応
募

青少年旅行村

本会議賛否状況

賛成 ７名

反対 ３名

無記名投票に
よる

説
明
を
受
け
て
結
論
を
出

す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

後
開
催
さ
れ
た
12
月
会
議

で
再
度
審
議
が
行
な
わ

れ
、
町
長
は
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
備
え
万

全
の
体
制
で
臨
み
た
い
と

し
た
。
無
記
名
投
票
で
採

決
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決

し
、
引
き
続
き
会
津
た
だ

み
振
興
公
社
を
指
定
管
理

者
に
決
定
し
た
。

議長動静 10月10日
会津線、野岩線の経営改善

会津線、野岩線の両社長から次年度以降の経営改善計画の説明を受けて、誘客のためのアイディアな
ど活発な意見交換が行なわれました。
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た
だ
み
養
魚
場

　
　
　

水
産
業
の
振
興
発

展
は
重
要
だ
。
応

募
者
１
者
を
ど
の
様
に
分

析
し
て
い
る
か
？

答
23
年
災
後
の
水
環

境
の
変
化
や
需
要

の
減
少
な
ど
に
苦
慮
し
て

い
る
。

　
　
　

水
産
業
の
振
興
発

展
を
今
後
５
カ
年

の
中
で
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
が
？

答
重
要
な
資
源
で
あ

り
、
振
興
に
町
も

協
力
し
て
い
く
。

問
建
物
の
老
朽
化
。

サ
ギ
や
イ
タ
チ
の

被
害
も
あ
る
。
観
光
面
か

ら
も
対
策
を
検
討
す
べ
き

だ
？答

被
害
の
訴
え
は
聞

い
て
い
る
。
町
と

し
て
手
当
は
し
て
い
き
た

い
。 問問

青
少
年
旅
行
村

問
新
年
度
か
ら
ス

ノ
ー
ピ
ー
ク
へ
の

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
10
％
が

５
年
間
続
く
と
経
営
へ
の

影
響
も
心
配
さ
れ
る
が
？

答
1
年
単
位
の
契
約

と
考
え
て
い
る
。

問
森
林
組
合
に
は
魅

力
的
な
企
画
が
あ

る
が
？

答
評
価
は
審
査
会
で

も
良
か
っ
た
。
人

員
配
置
に
多
少
の
不
安
が

あ
る
。

問
提
示
金
額
は
、
森

林
組
合
の
方
が
約

１
０
0
万
円
安
価
だ
が
？

答
今
後
調
整
す
る
。

契
約
額
は
当
初
予

算
で
審
議
い
た
だ
き
た
い
。

朝日診療所の調査は終決
湯ら里の調査は３月まで継続

特別
委員会

交流施設に係る調査特別委員会

国保朝日診療所に係る調査特別委員会

　湯ら里設置の目的や経緯などを調査してき
た。11月14日にはJTB商事から小輪瀬博子氏
を招き只見町を取り巻く旅行環境に関する調
査として講演いただいた。レジャーの価値観
が多様化しており、かつてのような団体旅行
は見込めなくなってきた。八十里越の開通、
只見線の復旧に期待をしたいものの、只見は
どうしても交通の便が悪いため、旅の目的地
となり得るテーマを打ち出すことが重要と認
識を深めた。なお、当特別委員会は3月会議
まで調査を継続することとした。 議決された報告書の内容（概要）…

①運営健全化計画を進めるため、権限と責任
を持った「職」を配置すべき。

②看護師の確保など、一歩踏み込んだ圧倒的
な解決方法を講ずるべき。

③診療所の医療範囲は更に拡大する。保健医
療に将来の方針を持ってあたるべき。

④国道289号「八十里越」開通による救急医
療体制の変化に万全を期すべき。

⑤総合診療専門機関として広く啓発広報し、
将来の明るい展望を町民に示すべき。

診療所若山所長からの説明

JTB商事から小輪瀬博子氏を招いての講演

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

議長動静 10月16日
県議会副議長が現地調査へ

県議会柳沼副議長が来町、県道小林舘ノ川線沿線、只見川河川整備計画現場、亀岡サンドバレーコー
ト周辺整備状況を現地視察され、整備促進に理解を頂きました。



人工透析患者の送迎が始まっている

寸断されている黒谷前沢林道
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委員会
リポート

週
３
回
バ
ス
で
送
迎

　

人
工
透
析
患
者
へ
の
補

助
と
し
て
、
町
は
最
寄
り

の
病
院
ま
で
の
燃
料
代
を

助
成
し
て
い
る
が
、
冬
期

間
の
通
院
に
難
儀
さ
れ
て

い
る
。
病
院
側
と
の
協
議

も
含
め
早
急
な
検
討
を
求

め
た
。

　

そ
の
結
果
１
月
よ
り
公

用
車
に
よ
り
週
３
回
、
南

会
津
病
院
ま
で
送
迎
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

立
ち
枯
れ
木
の
放
置
は

被
害
拡
大
の
恐
れ

　

11
月
会
議
に
お
い
て
付

託
を
受
け
た
「
黒
谷
前
沢

林
道
復
旧
に
つ
い
て
の
陳

情
」
は
早
期
の
復
旧
作
業

が
必
要
と
判
断
し
た
。
な

お
、
本
林
道
に
限
ら
ず
、

未
復
旧
路
線
の
実
態
を
調

査
し
、年
次
計
画
を
立
て
、

順
次
整
備
復
旧
工
事
を
進

め
ら
れ
た
い
。

 経済文教常任委員会
黒谷前沢林道は
早期の復旧が必要

 

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

人
工
透
析
患
者

通
院
を
送
迎
で
支
援

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を

　

職
員
の
退
職
や
体
調
不

良
で
や
む
を
得
ず
一
時
休

止
と
な
っ
た
、
こ
ぶ
し
苑

の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い

て
協
議
。
当
面
、
施
設
内

リ
ハ
ビ
リ
と
す
る
。
ス

タ
ッ
フ
の
充
実
が
重
要
で

あ
る
。

議
会
機
能
と
議
員
定
数

　

委
員
会
で
議
員
定
数
や

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の

提
案
が
あ
っ
た
が
「
全
員

で
議
論
す
べ
し
」
と
の
意

見
に
よ
り
全
員
協
議
会
で

話
し
合
う
こ
と
に
決
め
た
。

集
落
の
災
害
復
旧

当
局
の
対
応
を
協
議

　

10
月
の
委
員
会
に
お
い

て
、
平
成
29
年
７
月
豪
雨

災
害
で
被
災
し
た
集
落
の

災
害
復
旧
事
業
に
対
し
て

の
当
局
の
対
応
策
を
協
議

す
る
と
共
に
、
町
補
助
金

要
望
に
つ
い
て
の
報
告
を

受
け
た
。

道
の
駅
構
想
な
ど
を
協
議

　

11
月
の
委
員
会
で
は
、

各
所
管
課
か
ら
12
月
補
正

予
算
の
事
業
説
明
を
受
け

た
。
道
の
駅
基
本
構
想
や

次
年
度
以
降
の
亀
岡
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
構
想
の
方

向
性
な
ど
に
つ
い
て
当
局

と
協
議
し
た
。

議長動静 10月18日　11月5日
期待される議会活動を目指して

石川町議会及び国見町議会議員一行が来町、本町議会が導入している通年議会制度の運用など、議会
改革について意見交換を行ないました。



みんなで配ったチラシ

南会津地方環境衛生組合議会行政視察
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11
月
６
日
～
７
日
に
東

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
業

務
委
託
先
の
ジ
ー
ク
ラ
イ

ト
株
式
会
社
（
山
形
県
米

沢
市
）
と
南
会
津
郡
内
の

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
後
の
処
理

検
討
の
た
め
相
馬
方
部
衛

生
組
合
有
害
鳥
獣
焼
却

場
（
相
馬
市
）
を
視
察
。

こ
の
有
害
鳥
獣
焼
却
場

は
、
猟
友
会
が
捕
ら
え
た

有
害
鳥
獣
を
当
該
施
設
で

冷
凍
保
存
し
、
処
分
頭
数

（
１
２
０
㎏
／
１
回
）
が

ま
と
ま
っ
た
時
点
で
随
時

焼
却
処
分
。
保
管
冷
凍
庫

は
イ
ノ
シ
シ
に
付
着
す
る

ダ
ニ･

ノ
ミ
か
ら
作
業
員

の
安
全
対
策
と
し
て
殺
虫

装
置
を
備
え
て
い
る
。

昨
年
の
暮
れ
に
、
恒

例
の
こ
ぶ
し
苑
餅
つ
き

大
会
が
開
催
さ
れ
、
利

用
者
の
方
が
代
わ
る
代

わ
る
餅
を
つ
い
て
楽
し

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

こ
ろ
を
取
材
し
ま
し
た
。

最
後
に
若
林
セ
ツ
さ
ん

（
１
０
３
歳　

大
倉
・
写

真
左
）
と
佐
藤
キ
ミ
エ

さ
ん
（
１
０
３
歳　

大

倉
・
写
真
右
）
の
合
わ

せ
て
２
０
６
歳
コ
ン
ビ

に
仕
上
げ
て
い
た
だ
き
、

お
い
し
い
お
餅
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

二人合わせて
206歳の餅つき

よ
り
伝
わ
る
報
告
会
の

在
り
方
を
試
行
錯
誤

　

今
年
度
の
議
会
報
告
会

は
11
月
11
日
に
開
催
し

た
。
毎
回
、
多
く
の
町
民

に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
心
を
砕
い
て
開
催
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
は
平
日

夜
に
３
地
区
で
開
催
し
て

き
た
が
、
平
日
で
あ
っ
た

た
め
か
あ
ま
り
芳
し
く
な

い
来
場
者
数
で
あ
っ
た
。

　

今
年
度
は
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
日
曜
日
に
ま

と
め
て
開
催
す
る
こ
と
と

し
、
午
前
は
只
見
地
区
、

午
後
は
朝
日
地
区
と
明
和

地
区
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

実
施
し
た
。

　

ま
た
、
チ
ラ
シ
を
作
り

町
内
の
各
団
体
へ
送
付

し
、
各
議
員
も
町
民
へ
配

布
す
る
告
知
も
行
っ
た
。

結
果
、
昨
年
度
よ
り
も
多

く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ

空
席
が
目
立
つ
感
は
否
め

ず
、
来
年
度
は
さ
ら
に
多

く
の
町
民
に
ご
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

 広報広聴常任委員会
議会報告会、あなたのご参加を
お待ちしております

 

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
議
会

有
害
鳥
獣
の

処
分
施
設
を
視
察

議長動静 10月17日〜18日
進む八十里越工事現場

八十里越整備促進期成同盟会において、県境の工事現場を視察し、工事の進捗状況を関係者からの説
明を受けました。その後総会及び懇親会が開催され情報交換が行なわれました。



町
を
想
い
10
名
が

町
を
想
い
10
名
が

町
政
を
問
う

一般質問一般質問

議員が行政全般（役場の仕事全般）に対して、方針
をただしたり政策の提言などを行うことです。

一般質問とは

教えて！議会のこと

ブナりん

イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

ブナりん　全員協議会って、
どんな会なの？

議長　議会議員の全員が集
合し、提出予定案件その他に
ついて、協議または調整する
ために開かれる会議だよ。

アカショウちゃん　どんな
時に開くの？

議長　意見調整が必要な時、いつでも開く
ことができるよ。

イワっぺ　本会議とはどう違うの？

議長　本会議の質問回数が３回までと決
まっているけど、全員協議会は納得がいく
まで何回でも質問できるんだよ。

ブナりん　誰が招集するの？

議長　議長が招集するんだよ。必要に応じ
て議会運営委員会に諮る場合もあるんだ。

アカショウちゃん　構成メンバーは？

議長　議員全員だよ。必要に応じて町長や
関係課長も出席するよ。

イワっぺ　最近も開いた　
　　　　  の？

議長　１２月に２回開いたんだけど、結構大
変だったんだよ。詳しくは、２、３ページを見
てね！

Vol.18

『全員協議会』って
なあに？

みんなに代わって只見町のキャラクターたちが聞いてくれました。

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページからも
視聴できます。

12議長動静 10月21日
貴重な資源を次世代に

全国ブナ林フォーラムが自然首都只見宣言10周年を記念して開催され、貴重な自然資源や人文資源等
を次世代に引き継ぐため熱心に意見交換が行なわれました。



町
を
想
い
10
名
が

町
を
想
い
10
名
が

町
政
を
問
う

一般質問一般質問

議員が行政全般（役場の仕事全般）に対して、方針
をただしたり政策の提言などを行うことです。

一般質問とは

13

■ 大塚純一郎… …………………… 14
　 町長が目指す将来の只見町とは
■ 目黒　仁也… …………………… 15
　 少子化対策最重視で予算編成を
■ 佐藤　孝義… …………………… 16
　 外国人研修生に対する町の対応は
■ 藤田　　力… …………………… 17
　 雪んこタクシー土日祝日の運行は
■ 鈴木　好行… …………………… 18
　 外国人研修生の住宅政策は
■ 目黒　道人… …………………… 19
　 叶津番所は町で取得し管理すべき
■ 酒井　右一… …………………… 20
　 克雪対策事業補助金要綱の改正は
■ 中野　大德… …………………… 21
　 医療、介護職員の安定的な確保を
■ 山岸　国夫… …………………… 22
　 国保税18歳未満の均等割免除を
■ 鈴木　　征… …………………… 23
　 克雪対策制度の見直しを

議長動静 10月23日
議会議員の資質を高める

福島県町村議会議員研修会がユラックス熱海で開催され、地方議会のあり方と活性化について、東京
大学教授の講演を聴講しました。
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町長が目指す
将来の只見町とは

人口 5,000人を目指したい答

問
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
登
録
の
町

と
し
て
、
他
の
市
町
村
と

の
差
別
化
が
求
め
ら
れ

る
。
只
見
町
の
自
然
環
境

を
際
立
た
せ
る
こ
と
で
近

隣
町
村
と
の
違
い
を
打
ち

出
す
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
設
立
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
な
政
策
展
開
を

図
っ
て
い
か
れ
る
の
か
。

答
地
域
の
高
齢
者
が

長
年
培
っ
た
知

識
、
技
能
、
経
験
を
生
か

し
て
、
豊
か
で
積
極
的
な

社
会
参
加
に
よ
る
生
き
が

い
を
充
実
す
る
と
共
に
、

地
域
に
活
力
を
生
み
出
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

大
お お

塚
つ か

純
じゅん

一
い ち

郎
ろ う

議員

県が観覧席を設置した亀岡農村公園

問
町
長
の
任
期
前
半

２
年
が
過
ぎ
、
後

半
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、
町
長
の
目
指
す
将
来

の
只
見
町
の
姿
が
一
向
に

見
え
て
こ
な
い
。「
一
度

立
ち
止
ま
っ
て
、
見
直
し

て
協
議
し
た
い
。」
石
橋

を
た
た
い
て
慎
重
に
渡
る

こ
と
は
必
要
な
判
断
だ
と

思
う
が
、
後
ろ
向
き
に

な
っ
た
り
、
渡
ら
な
か
っ

た
り
す
る
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。
今
の
只
見
町
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
で
は

立
ち
止
ま
っ
て
い
る
暇
は

な
い
。
町
民
の
思
い
、
気

持
ち
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
町
民
の
求
め
る
政
策

の
実
現
に
邁
進
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。
具
体
的
な
考

え
を
問
う
。

答
私
が
目
指
す
将
来

の
只
見
町
は
、
先

人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
自
然
、
文
化
、
歴
史
を

育
み
つ
つ
、
地
域
資
源
を

交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域

経
済
の
発
展
に
結
び
つ
け

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
形

で
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
け
る
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。
今
後
Ｊ

Ｒ
只
見
線
の
全
面
再
開
通

や
、
国
道
2
8
9
号
八
十

里
越
の
開
通
な
ど
劇
的
に

変
化
を
迎
え
る
時
期
が

迫
っ
て
お
り
、
交
流
人
口

の
拡
大
や
産
業
振
興
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
効
果
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
拠

点
と
な
る
道
の
駅
の
整
備

や
、
湯
ら
里
の
改
修
な
ど

進
め
て
い
き
た
い
。

問
私
は
具
体
的
な
町

長
の
目
指
す
将
来

の
只
見
町
の
姿
、
目
標
を

聞
い
て
い
る
。

答
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど

に
よ
る
若
者
定

住
、
移
住
定
住
政
策
の
展

開
に
よ
り
町
の
人
口

５
，
０
０
０
人
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

設
立
目
的
は答

生
き
が
い
の
充
実
と
地
域
に
活
力
を

議長動静 10月24日
金婚式オメデトウゴザイマス

平成30年度しあわせ金婚夫婦表彰式が季の郷湯ら里で開催されました。結婚して50年、喜びも悲しみ
も乗り越えて、人生の節目、これからも夫婦仲良く健康で長生きしてください。
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目
め

黒
ぐ ろ

仁
じ ん

也
や

議員

問
新
た
な
子
ど
も
子

育
て
支
援
制
度
が

始
ま
っ
て
い
る
。
新
年
度

の
健
や
か
発
育
・
発
達
支

援
事
業
の
方
針
は
。

答
過
去
３
カ
年
は
地

方
創
生
推
進
交
付

金
を
財
源
に
実
施
し
て
き

た
が
、
４
年
目
と
な
る
本

年
度
か
ら
は
自
走
で
き
る

よ
う
一
部
事
業
を
見
直
し

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
も
と
も
と
５
カ
年

計
画
で
始
ま
っ
た

事
業
だ
。
新
年
度
の
予
算

方
針
は
、
現
状
維
持
か
、

拡
大
か
、
縮
減
か
。

答
先
進
的
事
業
と
し

て
始
ま
っ
て
い

る
。
効
果
的
に
効
率
的
に

進
め
る
よ
う
現
在
保
健
福

祉
課
と
協
議
し
な
が
ら
予

算
を
検
討
し
て
い
る
最
中

だ
。

少
子
化
対
策
最
重
視
で
予
算
編
成
を

答
充
分
踏
ま
え
て
い
く

問
新
年
度
の
予
算
編

成
は
枠
配
分
方
式

で
い
く
と
聞
い
た
。
今
国

が
進
め
る
人
口
減
対
策
な

ど
は
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
む

し
ろ
強
化
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
枠
配
分
方
式
で
試

行
的
に
始
め
る
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
な

ど
各
課
の
自
主
性
を
尊
重

し
た
い
。
し
か
し
、
長
が

特
に
推
進
す
る
事
業
は
別

途
協
議
査
定
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

問
今
後
、
少
子
化
子

育
て
政
策
を
一
元

化
す
る
た
め
一
つ
の
課
で

取
り
組
む
こ
と
も
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
こ
の
３
年
間
は
窓

口
が
２
つ
、
現
場

の
困
惑
も
あ
っ
た
。
今
後

一
つ
に
統
一
す
べ
く
検
討

問
亀
岡
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
の
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
整
備
に
つ
い
て

は
、
９
月
会
議
で
「
一
旦

立
ち
止
ま
り
事
業
の
内
容

規
模
を
見
直
す
」
と
答
弁

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の

検
討
経
過
と
新
年
度
以
降

の
事
業
方
針
は
。

答
管
理
棟
の
有
効
活

用
が
最
適
で
あ
る

と
結
論
に
至
っ
た
。
屋
根

補
修
、
水
回
り
の
補
修
で

更
な
る
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
く
。
な
お
、
現
在
３

課
に
分
か
れ
て
い
る
亀
岡

サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
の
施
設

管
理
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
か
ら
統
合
し
業
務
委
託

す
る
検
討
を
行
な
っ
て
い

る
。問

施
設
管
理
体
制
は

31
年
度
か
ら
と
考

え
て
い
い
の
か
。

答
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
考
え
て
い

る
。

只見中学校授業風景

し
て
い
る
。

問
31
年
度
の
予
算
編

成
に
当
た
っ
て

は
、
少
子
化
対
策
・
子
育

て
支
援
最
重
視
で
予
算
編

成
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
意
見
十
分
踏
ま
え

て
い
く
。

クラブハウス整備の
検討結果は

現管理棟の補修を行なう答

議長動静 11月1日
県町村議会の機能強化を目指して

福島県町村議会議長会理事監事会が開催され、県内町村議会の課題や取り組み、今後の日程、次期総
会に向けて提出議案の検討協議が行なわれました。
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外国人研修生に対する
町の対応は

企業と連携し検討していく答

　
　
　

現
在
ま
で
国
の
外

国
人
技
能
実
習
制

度
に
基
づ
き
、
各
企
業
が

外
国
人
研
修
生
を
受
け
入

れ
て
き
た
と
思
う
が
、
そ

の
場
合
、
町
に
は
法
令
等

の
手
続
は
あ
る
の
か
現
況

を
問
う
。

答
出
入
国
管
理
法
に

基
づ
い
た
国
の
手

続
に
よ
り
中
長
期
滞
在
資

格
が
認
め
ら
れ
た
方
が
対

象
で
あ
り
、
基
本
的
に
３

カ
月
超
の
在
留
期
間
が
長

い
方
に
つ
い
て
は
外
国
人

登
録
が
必
要
で
あ
り
、
３

カ
月
以
内
の
短
期
滞
在
者

は
、
町
の
手
続
は
必
要
な

い
。 問

佐
さ

藤
と う

孝
た か

義
よ し

議員

　
　
　

今
後
の
入
管
難
民

法
な
ど
の
改
正
に

伴
い
、
当
町
で
も
外
国
人

研
修
生
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
が
、
ト
ラ
ブ
ル
や
犯

罪
防
止
の
た
め
、
自
治
体

と
し
て
の
ル
ー
ル
作
り
を

検
討
し
て
い
る
か
を
問
う
。

答
町
と
し
て
は
、
実

習
生
だ
け
で
な

く
、
永
住
者
や
配
偶
者
な

ど
の
方
も
お
ら
れ
、
個
人

情
報
な
ど
の
関
係
も
あ
り

大
変
難
し
い
問
題
と
認
識

し
て
お
り
、
企
業
と
連
携

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

外
国
人
が
早
く
只

見
町
に
と
け
込

み
、
快
適
に
生
活
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
イ
ベ
ン
ト

や
地
域
活
動
へ
の
参
加
、

言
葉
、
文
化
、
習
慣
等
の

一
定
の
教
育
政
策
が
必
要

と
考
え
る
が
、
町
長
の
考

え
を
問
う
。

答
教
育
政
策
に
つ
い

て
は
、
町
内
の
複

数
企
業
に
お
い
て
実
習
生

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
地

問問

域
住
民
と
の
交
流
を
深
め

る
た
め
、
住
民
へ
の
あ
い

さ
つ
の
ほ
か
、
地
区
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
積
極

的
な
参
加
な
ど
、
受
け
入

れ
企
業
が
中
心
と
な
っ
て

対
応
し
て
い
る
。
今
後
、

法
改
正
や
企
業
の
増
設
の

動
き
等
に
よ
り
町
内
で
働

く
実
習
生
の
増
加
も
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
誘
致

企
業
等
と
の
協
議
の
場
な

ど
も
有
効
に
活
用
し
、
情

報
交
換
を
行
な
い
な
が

ら
、
必
要
な
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。

南会津町に建設中の町誘致企業

議長動静 11月6日〜7日
環境整備で快適な生活

米沢市の広大な最終処分場を見学し、相馬方部衛生組合の有害鳥獣焼却場を視察し、今後の施設整備
の参考になりました。



17

藤
ふ じ

田
た

 力
ちから

議員

　
　
　

町
で
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
で

土
日
祝
日
の
運
行
を
求
め

る
声
が
多
い
。
そ
れ
に
運

行
時
間
を
19
時
ま
で
と
い

う
声
が
多
い
。

答
土
日
祝
日
の
運
行

に
つ
い
て
は
雇
用

関
係
か
ら
導
入
が
困
難
の

た
め
、
新
た
に
平
日
を
含

め
て
町
内
国
道
沿
線
に
停

問

留
所
を
設
け
た
只
見
駅
～

会
津
田
島
間
の
定
時
路
線

運
行
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
。

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

に
は
、
料
金
が
現

状
の
５
０
０
円
、
他
の
町

村
は
も
っ
と
安
い
こ
と
や

低
所
得
者
に
配
慮
を
と

い
っ
た
意
見
も
多
い
。
ど

う
答
え
る
の
か
。

問

答
現
行
制
度
が
複
雑

で
分
か
り
に
く
い

こ
と
か
ら
定
額
低
料
金
制

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
復

旧
を
見
据
え
、
Ｊ

Ｒ
只
見
線
と
の
連
結
を
考

え
た
運
行
を
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

答
只
見
駅
と
会
津
田

島
駅
の
ダ
イ
ヤ
も

見
据
え
た
利
便
性
も
高
い

定
時
定
路
線
運
行
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

只
見
町
町
タ
ク

シ
ー
運
行
委
員
会

は
、
ど
の
よ
う
な
メ
ン

バ
ー
か
。

答
事
務
局
は
商
工
会

で
構
成
メ
ン
バ
ー

は
町
職
員
、商
工
会
役
員
、

関
係
機
関
、
専
門
家
、
県

連
の
職
員
。

　
　
　

町
と
し
て
公
共
交

通
の
考
え
方
か

ら
、
一
般
利
用
者
の
代
表

２
名
参
加
さ
せ
て
欲
し
い

と
考
え
る
が
。

問問問

只見駅イベント広場を
急ぎ整備を

来年度拡張や周辺の整地を予定答

いつも活気がほしいJR只見駅前

雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー

土
日
祝
日
の
運
行
は

答
雇
用
の
面
か
ら
導
入
困
難

　
　
　

今
年
の
秋
、
若
者

が
広
場
を
借
り
て

の
イ
ベ
ン
ト
が
大
変
盛
り

上
が
っ
た
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
臨

時
列
車
快
速
只
見
新
緑
満

喫
号
な
ど
の
時
も
賑
わ
っ

た
。
駅
前
に
は
何
も
無
い

と
の
声
の
中
で
、
こ
う
し

た
若
者
の
取
り
組
み
を
町

は
応
援
す
べ
き
と
思
う
。

さ
ら
に
簡
易
舗
装
、水
道
、

排
水
、
電
気
な
ど
急
ぎ
整

備
し
て
欲
し
い
。

答
イ
ベ
ン
ト
に
利
用

さ
れ
所
期
の
成
果

を
挙
げ
て
い
る
。
今
後
も

利
用
促
進
に
取
り
組
み
た

問

答
必
要
と
思
う
。
検

討
す
る
よ
う
商
工

会
事
務
局
に
伝
え
る
。

い
。
来
年
度
、
拡
張
や
周

辺
の
整
地
に
取
り
組
み
た

い
。
簡
易
舗
装
は
周
辺
の

道
路
計
画
な
ど
も
勘
案
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　
　

こ
れ
だ
け
の
賑
わ

い
を
与
え
て
外
来

の
観
光
客
を
楽
し
ま
せ

る
、私
は
貴
重
だ
と
思
う
。

い
つ
ま
で
に
整
備
す
る
か

答
弁
を
。

答
駅
前
商
店
街
と
併

せ
な
が
ら
県
の
道

路
改
良
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
形
が
良

い
か
検
討
し
た
い
。

問

議長動静 11月8日
ふくしま駅伝ガンバレ

ふくしま駅伝に出場する只見町チームの壮行会が朝日振興センターで行なわれました。中学生、高校
生が主体のチームですが、最後に力餅を頂き力の限りガンバッテー。
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外国人研修生の
住宅政策は

企業向け住宅補助制度を検討中答

　
　
　

入
管
難
民
法
の
改

正
に
よ
り
、
増
加

が
見
込
ま
れ
る
外
国
人
研

修
生
の
住
居
に
つ
い
て
、

新
た
な
政
策
は
あ
る
か
。

答
企
業
が
社
宅
等
を

新
築
し
た
り
、
空

き
家
を
改
修
す
る
場
合
の

新
た
な
支
援
制
度
を
検
討

し
て
い
る
。

　
　
　

外
国
人
研
修
生
の

集
落
で
の
日
常
生

活
に
お
い
て
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
考

え
て
い
る
か
。

答
現
在
は
地
域
住
民

と
の
交
流
を
深
め

る
た
め
、
受
け
入
れ
企
業

が
中
心
と
な
っ
て
対
応
し

問問

て
い
る
が
、
今
後
実
習
生

の
増
加
が
見
込
め
る
た

め
、
企
業
と
情
報
交
換
を

行
な
い
な
が
ら
対
応
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

　
　
　

町
民
に
対
し
て
理

解
を
求
め
る
施
策

は
あ
る
か
。

答
企
業
等
と
連
携
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　
　

外
国
人
研
修
生
の

相
談
窓
口
は
ど
こ

か
、
ま
た
、
研
修
生
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と

き
に
住
民
が
相
談
す
る
に

は
ど
こ
に
行
け
ば
よ
い
の

か
。 問問

鈴
す ず

木
き

好
よ し

行
ゆ き

議員

町内誘致企業で働く外国人研修生

答
実
習
制
度
の
中
で

管
理
団
体
と
相
談

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

窓
口
と
し
て
観
光
商
工
課

が
担
当
す
る
。
住
民
が
相

談
す
る
場
合
は
、
振
興
セ

ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
る
。

　
　
　

外
国
人
研
修
生
が

母
国
に
帰
る
と
き

に
観
光
ふ
る
さ
と
大
使
等

に
任
命
し
て
、
当
町
の
観

光
政
策
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
は
ど
う
か
。

答
本
人
の
意
向
が
あ

れ
ば
、
協
力
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問

　
　
　

町
広
報
誌
で
の
情

報
発
信
に
お
い

て
、
行
政
施
策
面
の
情
報

発
信
が
手
薄
と
思
わ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
町
の
施
策
や
有
益

な
情
報
を
可
能
な

限
り
お
知
ら
せ
し
て
い
る

が
、
限
ら
れ
た
紙
面
の
中

問

で
全
て
を
伝
え
る
こ
と
が

難
し
い
。
今
後
も
町
民
の

ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
よ
り
良

い
情
報
発
信
が
で
き
る
よ

う
に
努
め
る
。

　
　
　

住
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
て
実
施
し

た
政
策
は
何
か
、
代
表
例

を
示
せ
。

答
全
国
ブ
ナ
林

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
町

政
施
行
60
周
年
記
念
事
業

に
お
い
て
は
、
実
行
委
員

会
等
に
お
い
て
、
町
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

問

行
政
情
報
の

積
極
的
な
公
開
は

答
可
能
な
限
り
伝
え
て
い
る

議長動静 11月15日
過疎地域の自立のために

第49回全国過疎地域自立促進連盟定期総会が開催され、過疎対策予算、施策等の決定事項を国機関や
県選出国会議員に要望活動を行ないました。
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目
め

黒
ぐ ろ

道
み ち

人
と

議員

プロジェクトチームの
進捗は

道の駅構想に反映させた答

　
　
　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
の
発
信
に
力
を

入
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
炎
上
対
策
の
ル
ー

ル
作
り
な
ど
も
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
。
今

後
は
更
新
頻
度
を
上
げ
て

い
き
た
い
。

　
　
　

良
い
取
り
組
み
だ

と
思
う
が
、
活
動

が
よ
く
見
え
て
こ
な
い
。

定
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
作

ら
れ
た
。
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
し
て
は
ど
う
か
。

問問

　
　
　

町
内
に
は
戊
辰
戦

争
の
史
跡
が
複
数

あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
町
の
関
わ
り
方
を
伺
う
。

答
町
内
史
跡
16
ヶ
所

に
標
柱
を
設
置

し
、
史
跡
巡
り
ツ
ア
ー
を

企
画
、
講
演
会
を
企
画
し

観
光
誘
客
へ
向
け
て
事
業

を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
史
跡
は
本
町
の
有
す
る

問

地
域
の
宝
で
あ
り
、
次
世

代
に
語
り
継
ぐ
べ
き
誇
れ

る
歴
史
で
も
あ
る
た
め
、

学
校
教
育
や
只
見
学
に
盛

り
込
む
な
ど
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
学
び
の
機
会
を

作
っ
て
い
く
。

　
　
　

こ
れ
ら
史
跡
は
地

域
の
宝
で
は
あ
る

が
、
個
人
の
所
有
物
で
あ

る
。
保
護
に
つ
い
て
ど
う

問

叶
津
番
所
は
町
で

取
得
し
管
理
す
べ
き

答
所
有
者
と
協
議
を
進
め
る

考
え
て
い
る
か
。

答
町
指
定
の
史
跡
は

町
が
管
理
し
て
い

る
が
、
16
ヶ
所
の
史
跡
に

つ
い
て
は
個
人
所
有
の
た

め
各
個
人
に
管
理
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　
　
　

叶
津
番
所
に
つ
い

て
は
町
で
取
得

し
、
維
持
管
理
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

問

答
事
業
提
案
で
き
る

よ
う
な
チ
ー
ム
に

し
て
い
き
た
い
。
町
民
向

け
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
成
果
を
発
表
で
き
る

よ
う
な
機
会
を
考
え
た
い
。

　
　
　

道
の
駅
基
本
構
想

に
も
関
わ
っ
て
い

る
と
伺
っ
た
が
、
ど
の
程

度
の
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

答
大
部
分
に
関
わ
っ

て
お
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
の
議
論
が

反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

問

答
所
有
者
の
方
と
教

育
委
員
会
で
協
議

中
で
あ
る
。

　
　
　
「
峠
」
映
画
化
に

際
し
、
劇
中
で
使

用
さ
れ
た
衣
装
や
小
道
具

を
譲
り
受
け
て
河
井
記
念

館
に
展
示
し
て
は
ど
う
か
。

答
製
作
会
社
と
連
絡

を
取
り
協
議
し
た

い
。 問

　
　
　

道
の
駅
構
想
は
過

去
に
何
度
も
立
ち

上
が
っ
て
は
頓
挫
を
繰
り

返
し
て
い
る
。
今
度
こ
そ

道
の
駅
を
作
る
意
気
込
み

を
伺
う
。

答
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
全

線
復
旧
と
八
十
里

越
の
開
通
も
迫
っ
て
い

る
。
今
度
こ
そ
頓
挫
さ
せ

る
こ
と
な
く
進
め
て
い
く
。

問

旧長谷部家住宅（叶津番所）

議長動静 11月17日
町民福祉の充実を目指して

大変意義ある第 1回只見町福祉の集いが朝日振興センターで開催され、介護職員の基調報告や長年の
功労者に感謝状が贈呈されました。
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酒
さ か

井
い

右
ゆ う

一
い ち

議員

克雪対策事業補助金
要綱の改正は

31年４月に施行したい答

　
　
　

人
口
の
将
来
予
測

に
大
き
な
不
安
が

あ
る
。高
齢
化
に
伴
い“
雪

対
策
”
に
対
す
る
不
安
が

顕
著
だ
。
こ
の
補
助
金
の

実
績
と
効
果
は
ど
う
か
。

答
昨
年
度
ま
で
の
６

年
間
で
、

・
屋
根
改
良
が
２
３
５
件

・
危
険
屋
根
改
良
が
76
件

・
住
宅
消
雪
設
備
が
44
件

・
非
住
家　

屋
根
改
良
が

５
件

　

３
６
０
件
、
６
年
間
で

総
額
が
９
，
６
３
８
万
円

の
事
業
を
実
施
し
た
。
屋

根
雪
下
ろ
し
の
軽
減
と
落

下
防
止
、
落
雪
防
止
と
雪

処
理
の
軽
減
な
ど
効
果
が

問

あ
っ
た
。

　
　
　

住
宅
の
消
雪
設
備

事
業
の
利
用
が 

12
％
と
極
端
に
少
な
い
。

制
度
に
問
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
屋
根
改
良
は
事
業

費
の
２
分
の
１

（
上
限
額
が
30
万
、
ま
た

特
例
で
50
万
）。
消
雪
施

設
は
上
限
が
20
万
円
、
特

例
は
30
万
円
と
い
う
事
で

補
助
金
が
少
な
い
こ
と
も

原
因
の
一
つ
。

　
　
　

制
度
改
正
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

４
月
に
長
浜
区
長
か
ら

除
雪
困
難
世
帯
の
解
消
の

陳
情
が
議
会
に
あ
っ
た
。

町
内
に
は
同
じ
よ
う
な
状

況
に
あ
る
世
帯
が
４
８
０

世
帯
あ
る
。
改
正
は
緊
急

を
要
す
る
が
こ
の
冬
に
間

に
合
う
の
か
。

答
制
度
の
継
続
と
改

正
に
向
け
て
検
討

し
て
い
る
。
年
度
の
区
切

り
が
あ
る
。
新
年
度
か
ら

と
し
た
い
。

問問

　
　
　

長
浜
区
か
ら
、
こ

の
４
月
に
克
雪
対

策
の
陳
情
が
出
て
い
る
。

町
長
は
８
月
の
議
会
答
弁

で
、
こ
の
制
度
を
改
正
し

“
実
情
に
合
わ
せ
た
い
”

と
し
た
。
議
会
は
町
長
の

判
断
を
了
承
し
、
こ
の
制

度
改
正
を
前
提
に
陳
情
に

対
処
（
不
採
択
）
し
た
。

今
12
月
、雪
は
毎
年
降
る
。

今
ま
で
何
を
し
て
い
た
の

か
。 問

答
直
近
の
委
員
会
で

報
告
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

　
　
　

克
雪
対
策
に
年
度

区
分
な
ど
な
い
。

こ
の
制
度
改
正
は
い
つ
施

行
さ
れ
る
の
か
。
税
金
の

使
途
は
公
平
・
公
正
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答
31
年
４
月
に
施
行

し
た
い
。

問

●
他
に
上
下
水
道
事
業
の

将
来
の
見
通
し
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

□屋根改良
■危険屋根改良
■住宅消雪設備
■非住家屋根改良

65%

2%

12%

21%

議長動静 11月17日
南会津はいいどごだー

まるごと南会津観光 PRフェアオープニングセレモニーが東京上野公園広場で開催されました。南会津
４町村の共同で観光宣伝、物販販売など実施されました。
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中
な か

野
の

大
た か

德
の り

議員

　
　
　

町
民
が
健
康
で
豊

か
な
生
活
を
す
る

た
め
に
は
、
地
域
医
療
の

充
実
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

安
定
的
な
供
給
が
必
要
不

可
欠
だ
と
考
え
る
。
人
口

減
少
と
少
子
高
齢
化
社
会

の
中
で
、
診
療
所
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
安
定
の
た
め
の

具
体
策
は
。
ま
た
、医
療
、

介
護
ス
タ
ッ
フ
を
維
持
・

確
保
で
き
な
け
れ
ば
町
民

に
不
安
と
負
担
を
負
わ
せ

問

る
事
と
な
る
が
、
町
長
の

考
え
を
問
う
。

答
医
局
に
つ
い
て

は
、
医
師
４
、
看

護
師
14
、
看
護
補
助
３
、

放
射
線
技
師
１
、
医
療
技

師
１
（
兼
務
）、
歯
科
医

師
１
、
歯
科
衛
生
士
２
、

歯
科
助
手
２
名
を
配
置
し

運
営
し
て
い
る
。
診
療
所

に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ッ
フ

全
体
の
年
齢
構
成
も
考
慮

し
つ
つ
、
今
後
の
退
職
予

医
療
、
介
護
職
員
の
安
定
的
な
確
保
を

答
情
報
を
共
有
し
職
員
確
保
に
努
め
る

定
者
の
補
充
に
関
し
て
診

療
所
と
協
議
し
な
が
ら
対

応
を
検
討
し
て
い
る
。
介

護
施
設
の
こ
ぶ
し
苑
、
只

見
ホ
ー
ム
、
あ
さ
く
さ

ホ
ー
ム
に
つ
い
て
も
、
運

営
主
体
の
南
会
津
会
が
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
。
こ
ぶ
し
苑
に
お

い
て
は
、
作
業
療
法
士
の

中
途
退
職
に
よ
り
、
本
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
の
休
止
や
、

通
所
・
入
居
者
の
リ
ハ
ビ

リ
回
数
減
な
ど
利
用
者
に

不
便
を
か
け
て
い
る
状
況

だ
。
診
療
所
や
介
護
事
業

所
等
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
必
要
な
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

今
日
の
医
療
関
係

の
職
員
の
確
保
は

官
民
問
わ
ず
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
確
保
は
困
難
を

問

極
め
て
、看
護
師
、理
学
、

作
業
療
法
士
な
ど
、
只
見

町
の
保
健
・
医
療
を
支
え

る
人
材
確
保
は
深
刻
な
状

況
に
あ
る
。
町
で
で
き
る

事
を
、「
先
見
の
明
」
を

も
っ
て
対
応
し
て
頂
き
た

い
。答

あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
貯

金
が
ゼ
ロ
と
い
う
事
で
、

全
て
町
が
補
填
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
あ
る
。
基

金
が
底
を
つ
い
た
時
、
設

置
町
村
に
あ
る
福
祉
施
設

は
設
置
町
村
で
負
担
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
向
も
予
想
さ
れ
、
只
見

町
の
場
合
ど
う
い
う
ふ
う

に
し
て
い
っ
た
ら
い
い

か
、
今
後
の
将
来
を
見
通

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。

介護人材の充実を

議長動静 11月20日
目指せ地方道整備促進

国道401号沿線加盟町村による期成同盟会で会津若松～南郷を経由して群馬県沼田市を結ぶ国道の整
備促進を知事及び県議会議長等に要望しました。
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山
や ま

岸
ぎ し

国
く に

夫
お

議員

国保税18歳未満の
均等割免除を

ここだけ抽出はむずかしい答

　
　
　

国
民
健
康
保
険
税

が
、
協
会
け
ん
ぽ

な
ど
の
被
用
者
保
険
と
比

べ
て
著
し
く
高
く
な
る
大

き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
国
民
健
康
保
険
に

し
か
な
い「
均
等
割
」、「
平

等
割
」
と
い
う
保
険
税
算

定
に
あ
る
。「
協
会
け
ん

ぽ
」
な
ど
の
保
険
料
は
収

入
に
保
険
料
率
を
か
け
て

計
算
す
る
だ
け
で
家
族
の

人
数
が
保
険
料
に
影
響
す

る
こ
と
は
な
い
。

　

町
の
国
民
健
康
保
険
税

の
算
出
の
内
18
歳
未
満
の

「
均
等
割
」
を
、
子
育
て

支
援
策
の
一
環
と
し
て
免

除
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

問

ま
た
、
平
成
30
年
度
で
の

国
保
加
入
者
の
内
18
歳
未

満
の
人
数
及
び
免
除
し
た

場
合
の
額
は
。

答
現
段
階
で
は
制
度

変
更
は
考
え
て
い

な
い
。
18
歳
未
満
の
均
等

割
対
象
者
は
33
世
帯
、
59

人
で
、
減
免
し
た
場
合
の

金
額
は
１
３
９
万
５
千
円

と
な
る
。

　
　
　

29
年
度
末
の
国
保

会
計
の
繰
越
額
・

国
保
基
金
へ
の
積
立
額
・

基
金
残
額
は
い
く
ら
か
。

答
繰
越
額
１
，
４
４

７
万
円
、
積
立
額

８
９
０
万
円
、
基
金
残
額

１
億
３
５
２
万
円
で
あ
る
。

　
　
　

相
馬
市
は
今
年
か

ら
18
歳
未
満
の
均

等
割
を
軽
減
、
埼
玉
県
ふ

じ
み
野
市
は
住
民
の
要
望

に
応
え
第
三
子
か
ら
軽
減

し
た
。
収
入
の
な
い
子
ど

も
に
税
金
を
か
け
る
均
等

割
り
の
在
り
方
は
問
題

だ
。
町
が
条
例
を
作
れ
ば

可
能
で
あ
る
。
基
金
を
活

問問

用
す
れ
ば
す
ぐ
に
で
き
る
。

答
基
金
は
国
保
加
入

者
全
体
の
事
業
で

18
歳
未
満
の
特
定
抜
出
は

矛
盾
が
出
る
。
こ
こ
だ
け

抽
出
す
る
の
は
難
し
い
。

　
　
　

子
育
て
し
や
す
い

只
見
町
の
発
信

を
。
健
康
診
断
・
８
０
２

０
運
動
（
80
歳
に
な
っ
て

も
20
本
の
歯
が
あ
る
）・

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

制
度
な
ど
は
、
国
民
の
要

望
と
一
地
方
か
ら
始
ま
り

国
の
制
度
と
な
っ
て
き
て

い
る
。
歴
史
の
一
歩
と
な

る
施
策
を
と
る
町
長
の
覚

悟
は
。

答
基
金
の
活
用
は
、

今
後
国
保
税
で
負

担
が
で
て
く
れ
ば
平
均
化

を
は
か
る
努
力
し
た
い
。

制
度
は
今
後
の
検
討
課
題

の
一
つ
。
子
ど
も
全
体
の

支
援
と
な
る
こ
と
を
考
え

る
。 問

子育てしやすい只見町の発信を

議長動静 11月21日
全国町村の発展を目指して

全国町村議会議長会全国大会が開催され、町村が抱える課題や要望が提起され、町村財政や議会権能
の強化、議員の担い手確保等を決議・宣言されました。
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鈴
す ず

木
き

 征
すすむ

議員

　
　
　

第
七
次
振
興
計
画

が
策
定
さ
れ
て
３

年
が
経
過
す
る
。「
雪
と

暮
ら
せ
る
」
ま
ち
づ
く
り

で
計
画
し
た
事
業
の
達
成

状
況
は
。

答
昨
年
７
月
の
豪
雨

災
害
で
災
害
復
旧

を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な

く
、
雪
対
策
な
ど
一
部
事

業
着
手
に
遅
れ
が
あ
っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
。
高
齢

化
の
中
で
冬
期
孤
立
住
宅

問

の
新
た
な
解
消
策
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
担

い
手
育
成
支
援
も
急
務
だ
。

　
　
　

今
後
の
目
標
達
成

方
針
は
。

答
雪
を
克
服
し
住
み

や
す
い
町
へ
の

ニ
ー
ズ
は
増
大
す
る
。
道

路
整
備
と
除
雪
体
制
の
強

化
が
必
要
。
そ
の
た
め
の

財
源
確
保
が
何
よ
り
も
重

要
で
、
国
・
県
へ
の
働
き

問

克
雪
対
策
制
度
の
見
直
し
を

答
現
制
度
を
見
直
し
、
強
化
・
継
続
す
る

か
け
を
広
域
的
に
連
携
し

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　
　
　

既
存
事
業
の
見
直

し
も
重
要
と
考
え

る
が
。

答
平
成
24
年
度
か
ら

開
始
し
た
現
在
の

克
雪
対
策
事
業
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
、
対
象
メ

ニ
ュ
ー
の
追
加
や
補
助
金

の
上
乗
せ
な
ど
一
部
内
容

を
見
直
し
継
続
し
て
い
く

検
討
を
し
て
い
る
。

問

　
　
　

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
検
討

し
て
き
た
克
雪
対
策
を
副

町
長
に
伺
い
た
い
。

答
年
々
住
民
の
除
雪

負
担
が
増
大
し
て

い
る
。
一
軒
家
対
策
も
除

雪
オ
ペ
の
不
足
で
限
界
点

に
あ
る
。
負
担
の
軽
減
の

た
め
現
制
度
間
見
直
し
や

除
雪
オ
ペ
の
育
成
支
援
に

力
を
入
れ
「
町
民
の
み
な

様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
」
町
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

問

役場暫定移転の見通しは
31年度でほぼ完了答

　
　
　

役
場
庁
舎
暫
定
移

転
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
見
通
し
を
問
う
。

答
駅
前
庁
舎
は
、
屋

根
改
修
も
年
内
に

は
竣
工
検
査
の
見
込
み
で

小
規
模
修
繕
を
残
し
年
度

内
に
終
わ
る
予
定
。
町
下

庁
舎
は
、
３
階
会
議
室
な

ど
の
改
修
が
終
り
現
在
外

構
整
備
を
行
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
予
算
を
お
願

い
し
て
い
る
が
、
年
度
内

に
旧
庁
舎
の
解
体
工
事
を

発
注
し
来
年
８
月
ま
で
に

完
了
さ
せ
た
い
。
町
下
庁

舎
１
階
の
消
防
設
備
改
修

は
、
建
築
確
認
申
請
許
可

が
出
次
第
発
注
し
繰
り
越

す
予
定
。来
年
度
事
業
は
、

駅
前
庁
舎
は
、
場
所
は
未

定
だ
が
旧
庁
舎
解
体
後
公

用
車
車
庫
を
新
築
、
町
下

庁
舎
は
、
玄
関
の
改
修
や

屋
根
の
雪
庇
対
策
を
計
画

し
た
い
。
そ
れ
で
ほ
ぼ
完

了
と
な
る
。

問

除雪オペレーターの育成が急がれる

議長動静 11月25日
ふるさと只見の集い

東京で開催されているふるさと只見の集いに今年は58名が出席しました。懇親会では、今年入会され
た方々が紹介されました。
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シリーズ

只見中学校　１年

この只見町をより良くす
るために、特産品をＰＲす
ることが必要だと思いま
す。主な方法として、ふる

さと納税やイベントやメディアによるＰＲが
あると思います。その中でもふるさと納税を
活用することは、特産品のＰＲと只見町の発
展につながり、一石二鳥です。先日の「ヒル
ナンデス」という番組では、おにぎりの紹介
をしていました。そのおにぎりの米は只見町
産のお米でした。今後もＰＲを継続していく
ことで、さらに、只見町の特産品をみんなに
知ってもらう機会が増えると思います。

只見町をより良くするために

新 國 蒼 空
にっ　  くに　　 そ　　  ら

只見小学校  ６年

僕たちは、総合的な学
習の時間に「自然」「雪」
「観光」の三つのテーマに
分かれて、これからの只見

町について提案する学習を行ないました。そ
の中で、現在の只見町の取組についての調べ
学習を行ない、多くの方々にインタビューに
協力していただきました。どの方にも僕たち
に分かりやすいように熱心に答えていただき
ました。その時、只見町に住む人は、本当に
この町に対しての愛情がすごいなと感じまし
た。僕も将来、只見町のよさをたくさん伝え
られるすてきな大人になれたらいいなと思い
ました。

愛情あふれる只見の人達

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
平
成
」

の
年
号
も
あ
と
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
、

飛
躍
の
年
と
し
た
い
も
の
で

す
。12

月
会
議
で
は
今
後
の
観

光
政
策
や
、
外
国
人
研
修
生

の
増
加
に
対
す
る
町
の
政
策

に
対
し
て
、
熱
心
な
質
疑
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。「
八
十
里

越
」
の
全
線
開
通
に
向
け
て

「
道
の
駅
」
の
建
設
等
、
重

要
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
議
会
も
皆
様
の
貴
重
な

意
見
を
伺
い
、
町
政
に
反
映

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
皆
様
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
鈴
木　

好
行
委
員
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